
 

 

 

 

 

 

 

「徒然なるまま」という本コラムのタイト

ルは本誌編集委員会で決められたとのこと。

タイトル通り、書く内容はどんな話題やテ

ーマでも結構、と言われて安請け合いして

しまったのだが、文才に乏しい我身として

は、何でも OK と言われると却ってネタが

⾒付からない…などと後悔しながら今回も

考え込んでいるうちに、兼好法師の｢徒然

草｣を思い出した。高校時代だったか、古典

文学の一つとして勉強しただけなので内容

はほとんど覚えていないのだが、一つだけ

どうかすると思い出す話がある。

「高名の木のぼりといひし男…」（第百九

段）の話で、筆者でさえ記憶しているくら

いだから、徒然草の中でも良く知られた⼀

節なのだろう。弟子を高い木に登らせて枝

を切らせた折に、高所で作業している間は

その親方は黙って⾒ていた。軒丈ほどの低

い と こ ろ へ 降 り て 来 た 頃 に な っ て 初 め て  
 

 
徒然草の作者  卜部兼好  

（菊池容斎画  明治時代 )  

「あやまちすな、⼼して降りよ（油断せず

気を付けて下りなさい）」と⾔葉をかけた。

それを傍で⾒ていた作者が「ここなら⾶び

降りようと思えば降りられるほどの⾼さで

はないか？」と聞くと、親方は「目が回る

ほど高く、危険なところでは自分で気を付

けるので傍から何も言う必要はない、事故

は安全と思われるところで必ず起きるもの

だ」と言ったので、これは聖人の戒めに等

しい、と作者は大いに感じ入った、という

内容である。作業や操作におけるミスや事

故を防ぐための基本のキともいえる心構え

を説いたもので、時代を越えて通じる話と

して大いに教えられたように記憶している。

確かにこの木のぼりの親方の言う通り、

日常生活でも仕事の上でも、思わぬ事故を

起こしたり怪我をするのは、作業に慣れて

気が緩み、油断した頃が一番多いことは、

誰でも一つや二つ実体験として記憶に残っ

ているのではなかろうか。

筆者も若い頃、実験中にみっともないヘ

マをした経験がある。サファイアのメカノ

ケミカル研磨法について研究を進めている

過程で、加工変質層の評価のために熱リン

酸溶液でサファイア試料をエッチングする

という作業を⾏っていた。具体的には、リ

ン酸溶液を入れたビーカーをガスバーナー

で 300℃前後に加熱した中にサファイア試

片を浸漬して一定時間エッチングする、と

いう作業で、液温の計測には極く一般的な
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ガラス表面も僅かずつではあるが熱リン酸

液にエッチングされて次第に細って来る。

ガラスが溶け過ぎて、万一水銀が漏出すれ

ば非常に危険であることは分かっていたの

で、初めのうちは慎重に構えて、何回か使

用したら新品に交換するというルールを厳

守していた。ところがこの作業に慣れて来

ると、未だ使えそうだ、もう少し使おう、

と次第にギリギリまで同⼀温度計で間に合

わせるようになり、ある時とうとう溶け過

ぎたガラス棒から水銀が熱リン酸液中に漏

出してしまった。その途端、ビーカ―が破

裂して熱リン酸液が飛散し、温度計を保持

していた右腕に何ヶ所もひどい火傷を負う

というお粗末の一件であった。

これはまさに高名の木のぼりの話がその

まま当てはまる事例と言える。即ち、馴れ

ない内は気を付けて恐る恐るマニアル通り

に作業していたので事故を起こすことはな

かった。ところが作業に馴れて来るに連れ

て次第に気が緩み油断した挙句にケアレス

ミスを犯してしまったということである。

この事故の責任は、第一義的には作業者

本人にあることは紛れもない事実であるが、

客観的に⾒るともう一つ大きな問題があっ

て、それは、このような危険を伴う作業が

実験作業者一人に任され、同僚や他の作業

者など他人の目が届かず、組織としてのチ

ェックも働いてなかったということである。

「高名の木のぼり…」の話になぞらえれば、 

“あやまちすな…”と声を掛けるチェック役

がいれば十分防げた筈の事故であった。

筆者は、国の研究所（電総研）、⺠間企業

（新⽇鉄）、私⽴⼤学（東海⼤学）に在籍し、

勿論限られた範囲内でではあるが産官学の

異なる“⽂化”を体験した。実験・研究現場

における事故対応策、安全管理・チェック

体制という観点で敢えて比較すると、最も

安全意識が⾼く事故防止のための様々な対

策を取っているのはやはり企業で、製造現

場だけでなく研究開発部門でも数名以上の

グループ単位で相互に作業状況を把握し合

い、一人作業になるのを避ける体制を整え

ている。それでも起きるのが事故というも

ので、ある製造現場で構造物の解体作業中

に自分の乗っているプラットフォームの脚

を⾃分で切り落としてしまい、転落して死

亡するという、監視役が傍に居れば絶対起

きる筈のない事故が発生したこともあった。

一方、組織としての安全意識が企業ほど

高くなく、「監視の目」も届き難いために、

いつ事故が起きてもおかしくない、と心配

になるのは大学である。教員一人一人が独

⽴して「一国一城の主」の如くに活動する

場合が多く、学科・学部全体として安全管

理を徹底し、実験研究現場を教員同士でチ

ェックし合うというような“他人の目”は働

き難いように感じた。安全対策に組織的に

取組み始めた大学もあると聞くが、少なく

とも実験系の研究室であれば、事故防止の

観点から、一人作業はさせない、研究室の

学生同士で実験状況を相互に監視しチェッ

クし合う姿勢を徹底させる、という程度の

対応は必要ではないだろうか。

先の福島原発のような大規模プラントの

重大事故も、 “原⼦⼒村”と呼ばれる専門家

集団の中で醸成された“安全神話”に寄り掛

った油断と、部外者の  “監視の目”を排除し

た閉鎖性に遠因があるとも批判されている。

徒然草の故事は、規模の大小を問わず現代

社会のあらゆる場面に通じる教訓ともいえ

るであろうが、「教訓」とは事故が起きる前

にはなかなか活かされないもののようだ。  
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